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Abstract
This bunding had be pu■ed do、、テn in 」an 1985  The warehouse M/as constracted by the
reinforced concrete in the end of TAISゝrOu period  lt belong to the building of the First years,
as the structure of reiforced concrete in AOWI()RI prefecture
WVe shared the examinaition,  Persons in charge of the、vork ttrere given n xt
History of architecture  ;TAKASHIヽ′IA Seiyuu,
Strucutre of architecture ;WIORO WIakoto,
Building materials     ,TSUKINAGA Yoichi,
This parper is a report of the examinaition,and some study in the each branch
1.はじめ に
私達が調査したこの建物は,青森市安方 。青
森港の青函連絡船桟橋の対面の埠頭に,60年以
上もの間,建っていたものである。
この場所が,現在の青森県観光物産館「アス
パム」の敷地となり,昭和 60年1月に,「アス
パム」建設のために取 り壊されたのである。
その情報を一早 く入手した月永は,現状を視
察し,大正末期の鉄筋コンクソート造建築であ
ることや,その鉄筋コンクリー トの劣化の著し
いことなど,建築の材料や構造,歴史などに興
味ある問題を提起した。
日本定築学会では,昭和 49年に「大正・昭和
初期戦前建築調査小委員会」を設け,切治をも
合めて,大正 。昭和戦前の建築で現存するもの
の全国的な調査が行われ,その リス トが昭和 55
昭和61年10月31日受理
卒 建築工学科助教授
朴 建築工学科講師
写真1 青森臨港倉庫外観
年 3月に「日本近代建築総覧」として刊行され
ている。この調査では,青森県内については,東
北工業大学・草野教授と高島とで担当したので
あったが, この青森臨港倉庫については見落と
されており,先の「総覧」にも掲載されていな
いものであった。
これが,大正末期の鉄筋コンクリート造倉庫
とすれば,青森県に鉄筋コンクリート構造が導
入されて間もない頃のものであり,また,その
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